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第３節　遺　構第３節　遺　構

　長迫遺跡の発掘調査においては，遺構は検出されなかった。ただし，４Ｂ区の東側部分から

長軸25㎝×短軸16㎝の楕円形で，埋土が乳赤褐色を呈したピット状のものが検出された。検

出面は，Ⅳ層ベージュ色粘質土層である。埋土内には3㎝程度の赤褐色のパミスの混入が見ら

れた。下層確認のため半裁確認を行ったが，乳赤褐色土は約30㎝堆積でその下位はⅤ層の黒

褐色土であり，遺物の出土も見られなかった。掘り込みの有無を確認しながらの掘り下げであっ

たが，周辺の土色はぼんやりとしており，明確な掘り込みラインは確認されず，人工的に形成

されたものではないと判断した。なお，埋土の一部をサンプルとして採取し科学分析を行った。

第４節　遺　物第４節　遺　物

　遺物は土器片・石器類が出土した。出土した層は全てアカホヤ火山灰層下位の，第Ⅳ層で

あるが，ごくまれに第Ⅴ層上位が見られた。時期区分では縄文時代早期に該当するものである。

ただし，1点だけ縄文時代草創期に該当する土器が出土している。

（１）土　器（１）土　器

　番号を付けて取り上げた土器は850点である。特に口縁部については，諸特徴から大きく第

１類～第５類に分類した。分類は文様のあり方及び器形を総合的に判断して行った。

①第１類土器（第16図1）①第１類土器（第16図1）

　10Ａ区から出土したものである。800点を超える土器片を取り上げたが，この1点だけの出

土である，器面(胴部)に1条の隆帯を施し隆帯には指頭で施文が施され，器面全体は丁寧に

なでられている。本市の奥ノ仁田遺跡・鬼ヶ野遺跡で出土しているものと同じタイプであり，

縄文時代草創期のものである。

②第２類土器（第16図2～第20図66）②第２類土器（第16図2～第20図66）

　口縁部が緩やかに外傾する円筒形が主であるが，口縁部に稜をもつ器形もあり，中には角筒

の器形に近いものもある。口唇部には連続した浅いキザミを施すものもあり，口縁部下に貝殻

腹縁部により横位の刺突文を１段～２段めぐらす。その下位に縦位のクサビ形の貼付文をめぐ

らす。また，貝殻腹縁による押圧文を意識して，クサビ形貼付文の名残として表現されたと考

えられる縦位の貝殻刺突文を施しているものなどである。この類の最大の特徴はこのクサビ形

の貼付文であり，細分化するとクサビ形の貼付文を有するものと，クサビ形の貼付文を意識し

て施文しているものの一群である。胴部には貝殻腹縁による押し引き文が施されるが，押し引

きと貝殻条痕文を交互に施すなどのアクセントを付けているものもある。内面は丁寧なナデ整

形がみられる。中には角筒の器形に近いものがあり，口縁部の角部が４つのものと２つのもの

がある。口縁部下位にクサビ形が崩れたと考えられる縦位の貝殻刺突文がＶ字状に非常に密に，

または間延びして施文が行われているものである。これらの文様は１段のものもあるが，多く
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は２段～３段，または４段施されているものもある。胴部の文様帯は貝殻腹縁部を利用した押

し引き文が施されている。この押し引き文は横位に施されているが，押し引き文自体に強弱を

施したり，あるいは貝殻条痕文と組み合わせた施文を行っているものがある。内面には丁寧な

ナデ整形がみられる。

③第３類土器（第20図67～第22図86）③第３類土器（第20図67～第22図86）

　口縁部が緩やかに外傾する円筒形や，稜を有し角筒形に近いものもあり，口縁部の角部が４

つのものと２つのものがある。口縁部下位に貝殻腹縁部による横位の刺突文を１～３段めぐら

し，その下位に大きな特徴である半載竹管状工具による「Ｃ」あるいは逆「Ｃ」字形の刺突文

を２～５段程めぐらす。胴部は貝殻腹縁による横位の押し引き文や貝殻条痕文を施すものであ

る。「Ｃ」状の施文は基本的にクサビ形貼付文の流れを系譜するものであると考えられる。ま

た一部「Ｃ」状が崩れ，「爪形」状に施文が施されているものもある。大きな特徴として，「Ｃ」

状の施文は，「Ｃ」状のみのものと，「Ｃ」状＋斜位の貝殻腹縁刺突文が施されているものがある。

内面には丁寧なナデ整形が見られる。

④第４類土器（第22図87～第27図159）④第４類土器（第22図87～第27図159）

　口縁部が緩やかに外傾する円筒土器が主であるが，口縁部に稜を持つ角筒形に近い器形の土

器も存在し，口縁部の角部が４つのものと２つのものがある。口唇部には連続したキザミを施

す。キザミは密なものとやや幅広のものも見られる。口縁部下位に貝殻腹縁部による横位の刺

突文を１～４段めぐらすが，４段以上の複数段施すものもある。またこの横位の刺突文が斜位

に施されているものもある。この斜位の施文は「横位の施文のバリエーションのひとつ」と思

われる。貝殻腹縁部による刺突文の形状は連点状・波形状・三角形状あるいは刺突文が浅く明

瞭でないもの等がある。胴部は貝殻腹縁部による押し引き文を横位に施すが，押し引き文と貝

殻条痕文を交互に施したり，条痕文のみのものなどがある。内面は丁寧なナデ整形がみられ，

全体的に器壁が薄く精製されていることが特徴である。

⑤第５類土器（第27図160）⑤第５類土器（第27図160）

　外面に横位の貝殻刺突文・沈線文を施すものである。器形は口縁部がラッパ状に大きく開く

形態で，胴部は円筒形を呈する。口唇部には貝殻腹縁部による縦位の刺突文を施すものである。

内面はナデ整形がみられる。

⑥録胴部片（第27図161～第42図）⑥録胴部片（第27図161～第42図）

　161から398は，2類土器から4類土器の範疇に入ると思わる胴部片である。胴部片そのも

のでは，上述の分類の判別が困難であるため，胴部の施文３パターンごとに掲載している。第

１のパターンは胴部に貝殻腹縁部による横位の押し引き文を施し，貝殻腹縁部による密な連続

刺突文の段間に無文部を置くタイプである。第２のパターンは胴部の施文が横位の貝殻腹縁部

による押し引き文を施すが，一部貝殻腹縁部による連続刺突文をもつものである。第３のパター
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ンは貝殻腹縁による横位の押し引き文がみられず，横位の貝殻条痕文を施しているものや，無

文のものである。内面はほとんどが丁寧になでられている。器形は大部分が円筒形であるが，

182・183のように角筒形を呈するものもある。

　399から414は器面に数条の貝殻条痕文または沈線文を施すものであり，器壁が全体的に厚く，

焼成はもろい。415から419は器面全体に貝殻刺突文を施すものである。420から427は

外面に押型文を施す土器群である。外面に山形押型文や山形に近い押型文を施し，この押型文

が細やかで小波状に近いもの，間延びした彫りの浅いものなどがある。押型には幾何学状や同

心円文状・玉形状・撚糸状の施文具原体を回転させて，文様を施しているものもある。内面に

は丁寧なナデ整形がみられ，420のように器壁が薄いのも見られる。428は焼成が非常よく，器

面には数条の条痕文が施されているものであり，他の土器とは様相が異なるものである。

⑦底部片（第43図～第48図）　　⑦底部片（第43図～第48図）　　

　429から501は2類から4類土器相当の底部片である。底部立ち上がりの施文にいくつかの

パターンがみられる。429から474は底部立ち上がりの部分に鋭利なヘラ状の施文具で縦位の

キザミを施しているものである。このキザミは数センチに及ぶ長いものや，２重に施してい

るものもある。475から501は，この縦位のキザミが貝殻刺突文・押し引き文によって施され

ているものであり，キザミの名残がみられるものである。器形は大部分が円筒形を呈するが，

491のように角筒形になるものもある。502から505は器面に条痕文を施すものであり，505は

非常に小さなものである。

（２）石　器（２）石　器

　本遺跡出土石器には，石鏃破損品・剥片石器・磨石敲石類・台石石皿類・砥石・異形石器な

どが出土した。いずれも縄文時代早期該当層である第Ⅳ層から出土したものである。番号を付

けて取り上げた石器類は217点であった。

①石鏃（第49図506～507）①石鏃（第49図506～507）

　石鏃は，破損品が2点出土した。2点とも形状は石鏃基部に抉りをもち，507はこの抉りが

特に深い。石材は，506がチャート，507は頁岩である。506は先端が，507は基部に近い部分

が破損している。

②剥片石器（第49図508～511）②剥片石器（第49図508～511）

　剥片石器は4点掲載している。石材はいずれも砂岩である。礫の割れ口面を利用して，刃部

が形成されており，特に511は縦長の割れ口を加工して，約20㎝の刃部が形成されている。

③磨石敲石類（第50図～第54図）③磨石敲石類（第50図～第54図）

　磨石・敲石類は本遺跡出土石器の中で大部分を占めるものである。22点を掲載した。全てが

砂岩を石材としている。円形のもの，楕円形のもの，不定形のものなどがあり，「磨る」・「磨
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る＋敲くの両方に使われたもの」・「全周が敲打して使用されたもの」・「凹石として使われたもの」

などがある。また，自然礫の一端に若干の敲打痕や磨痕がみられるものもある。

④台石石皿類（第55図～第58図）④台石石皿類（第55図～第58図）

　台石・石皿類で掲載したものは10点である。形状により磨面が凹面を呈するもの，磨面が

平坦なもの，凹状の凹部を持つものなどがある。磨面が平坦なものと凹部をもつものは石皿と

しての機能の他に台石としての使用が考えられる。非常に大型のものや小型のものなどがあり，

石材は全て砂岩である。

⑤異形石器（第59図～第60図）⑤異形石器（第59図～第60図）

　558は，8B区第Ⅳ層から出土したもので，周辺からは吉田式土器が出土している。アルファベッ

トのJ字の形を呈しており，最大長8.5㎝・最大幅4.1㎝，最大厚は0.8㎝である。石材は片

岩と思われる。側面には穿孔痕跡と擦切り痕跡がみられる。その形状から実用品とは考えにく

く，石製祭祀具である可能性が高い。国内の縄文文化の調査で同様の製品の報告例がないため，

九州南部の早期縄文文化で創生された極めて地域性の高い独自のものであると思われる。

種子島及び南九州の早期縄文文化の祭祀の形成を考える上で，重要な資料である。

559は，9A区第Ⅳ層，吉田式土器に伴って出土したものである。石材は砂岩で，最大長10㎝・

最大幅5.6㎝・最大厚5.3㎝である。ほぼ全面に敲打痕がみられる。先細りの箇所には，くび

れが見られ，このくびれに紐をかけ垂下したとも考えられるが（装身具としての利用），本州

の事例から，象徴物と思われる。特に底面と思われる部分は，敲打により面取りが行なわれ，「座

る・置く」ということを意識しているのではと思われる。吉田式土器の時代範疇とされている

縄文時代早期前葉（約10,000年前）で，この種のものの類例は，全国的に希有であり，西日

本には見当たらない。現段階では，祭祀のための石製品であり「石偶」としての可能性が高い

と思われる。他の類例を待ちたいところである
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第Ⅳ章　二石遺跡　発掘調査の概要第Ⅳ章　二石遺跡　発掘調査の概要

第１節　調査の概要第１節　調査の概要

　二石遺跡の発掘調査対象地に20ｍごとに杭を設置し，調査を進めていった。調査対象地の

道路は調査期間中も耕作道として利用されている農道であり，道沿いに隣接する畑地の管理を

耕作者が常に行う必要があったため，複数の耕作者と協議調整を行ないながら，調査着手順を

決めて作業を行った。よって，調査は必ずしも調査区昇順どおりには，行うことが出来なかった。

　調査は，表土から第Ⅲ層までを重機で取り除いた後，人力で掘り下げながら，遺物及び遺構

の検出を行なっていった。遺物の出土分布状況は，調査区ごとにバラつきが見られ、0区・9

区及び13区～15区は遺物の出土分布量が密であり，遺物の平板実測・レベル測定作業にかな

りの時間を割いた。調査地の土層断面は実測作業を行い，遺物出土状況・土層断面・発掘作業

状況などは随時写真撮影で記録を行った。

　また，検出した3基の遺構（集石）については，写真撮影・実測作業を行った。番号を付け

て取上げた遺物は860点であった。調査面積は約1,000㎡である。

第２節　層　位第２節　層　位

　土層は場所によって一部の層が欠落している部分もあるが，基本的には下記のとおりである。

土層の堆積状況は下位にいくにつれ良好であった。前述した，長迫遺跡の層位と同様である。

　　

 Ⅰ層　表土                  ハエ石層を含む。場所によって，著しく堅く締まっている。

 Ⅱ層　黒色土層（旧表土）     下位にカクラン層が混じる場合あり。

 Ⅲ層　黄橙色火山灰土層     アカホヤ火山灰層，鬼界カルデラ噴出堆積物。 場所によっては，

                              「Ⅲａ」・・・・・2次堆積物   

                              ｢Ⅲｂ｣・・・・・1次堆積物に分層可能である。

 Ⅳ層　ベージュ色粘質土層   遺物包含層（縄文時代早期）

 Ⅴ層　褐色土層　　　　　　 場所によって粘質が強くなる。Ⅳ層との分層部分に漸移がみられる。

 Ⅵ層　黄褐色ローム層　　　 粘質が強い。
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第３節　遺　構第３節　遺　構

　遺構は集石が3基検出され，検出地は1区・12区・13区であった。検出面はいずれも第Ⅳ

層である。

１号集石遺構（第9図）１号集石遺構（第9図）

検出状況　　1区，第Ⅳ層面で検出。

形状と規模　100㎝×100㎝の範囲内に，約30㎝の大型の礫が2点配置され，その北側に50

㎝以下の礫数十点が一部まとまった状態で検出されたが，礫がぎっしり密集して

いる感ではなく，全体的にばらついた状態である。大型の礫2点は炎熱を受け赤

化していた。

２号集石遺構（第9図）２号集石遺構（第9図）

検出状況　　13区，第Ⅳ層面で検出。

形状と規模　80㎝×70㎝の範囲内に，礫約50点がぎっしり密集した形で構成されている。礫

のほとんどが炎熱を受け赤化している。また，炭化物が付着している礫が2点あ

り，サンプルを採取し年代測定を行った。構成される礫の大きさは拳大か，それ

よりやや大きめのものであった。

３号集石遺構（第10図）３号集石遺構（第10図）

検出状況　　12区北側壁面そば，第Ⅳ層面で検出

形状と規模　80㎝×60㎝の範囲内に，礫約40点から構成されており，礫はぎっしり密集した

形である。礫は大きいもので約20㎝，小さいものは約5㎝であり，全体的に炎

熱を受け赤化しており，熱破砕を受けているものも一部見られる。北壁面側での

検出であったため，全体像を捉えることができず，集石は北壁面側に向けて若干

広がると思われる。なお，集石から約20㎝離れたところで，稜をもつ吉田式土

器が出土している。

第４節　遺　物第４節　遺　物

　遺物は土器片・石器類等が出土した。出土した層は全てアカホヤ火山灰層下位の，第Ⅳ層で

ある。時期区分では1を除いて，縄文時代早期に該当するものである。

（１）土　器（１）土　器

　土器片は全て第Ⅳ層からの出土であり，番号を付けて取り上げた土器片は507点であった。

これらを口縁部の諸特徴から大きく第1類～第6類に分類した。分類は文様のあり方及び器形

を総合的に判断して行った。なお，胴部片・底部片は特徴ごとに一括して掲載している。
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①第１類土器（第18図1）①第１類土器（第18図1）

　12区から出土したものである。器面(胴部)に1条の隆帯を施し，器面全体は丁寧になでら

れている。本市の奥ノ仁田遺跡・鬼ヶ野遺跡で出土しているものと同じタイプであり，縄文時

代草創期のものである。このタイプのものは1点だけの出土であった。

②第２類土器（第18図2～5）②第２類土器（第18図2～5）

　口縁部が緩やかに外傾する円筒形が主であるが，口縁部に稜をもつ器形もあり，中には角筒

の器形に近いものもある。口唇部には連続した浅いキザミを施すものもあり，口縁部下に貝殻

腹縁部により横位の刺突文を１段～２段めぐらす。その下位に縦位のクサビ形の貼付文をめぐ

らす。また，貝殻腹縁による押圧文を意識して，クサビ形貼付文の名残として表現されたと考

えられる縦位の貝殻刺突文を施しているものなどである。この類の最大の特徴はこのクサビ形

の貼付文であり，細分化するとクサビ形の貼付文を有するものと，クサビ形の貼付文を意識し

て施文しているものの一群である。胴部には貝殻腹縁による押し引き文が施されるが，押し引

きと貝殻条痕文を交互に施すなどのアクセントを付けているものもある。内面は丁寧なナデ整

形がみられる。

③第３類土器（第18図6～第19図26）③第３類土器（第18図6～第19図26）

口縁部が緩やかに外傾する円筒形または口縁部に稜をもつ器形で，中には角筒の器形に近いも

のがあり，口縁部の角部が４つのものと２つのものがある。口縁部下位にクサビ形が崩れたと

考えられる縦位の貝殻刺突文がＶ字状に非常に密に，または間延びして施文が行われているも

のである。なかには，この貝殻刺突文を斜位に施すものも見られる。これらの文様は１段のも

のもあるが，多くは２段～３段，または４段施されているものもある。胴部の文様帯は貝殻腹

縁部を利用した押し引き文が施されている。この押し引き文は横位に施されているが，押し引

き文自体に強弱をつけたり，あるいは貝殻条痕文と組み合わせた施文を行っているものがある。

内面には丁寧なナデ整形がみられる。

④第４類土器（第19図27～第20図33）④第４類土器（第19図27～第20図33）

　口縁部が緩やかに外傾する円筒形や，稜を有し角筒形に近いものもあり，口縁部の角部が４

つのものと２つのものがある。口縁部下位に貝殻腹縁部による横位の刺突文を１～３段めぐら

し，その下位に大きな特徴である半載竹管状工具による「Ｃ」あるいは逆「Ｃ」字形の刺突文

を２～５段程めぐらす。胴部は貝殻腹縁による横位の押し引き文や貝殻条痕文を施すものであ

る。「Ｃ」状の施文は基本的にクサビ形貼付文の流れを系譜するものであると考えられる。ま

た一部「Ｃ」状が崩れ，「爪形」状に施文が施されているものもある。大きな特徴として，「Ｃ」

状の施文は，「Ｃ」状のみのものと，「Ｃ」状＋斜位の貝殻腹縁刺突文が施されているものがある。

内面には丁寧なナデ整形が見られる。
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⑤第５類土器（第20図34～第22図65）⑤第５類土器（第20図34～第22図65）

　口縁部が緩やかに外傾する円筒土器が主であるが，口縁部に稜を持つ角筒形に近い器形の土

器も存在し，口縁部の角部が４つのものと２つのものがある。口唇部には連続したキザミを施

す。キザミは密なものとやや幅広のものも見られる。口縁部下位に貝殻腹縁部による横位の刺

突文を１～４段めぐらすが，４段以上の複数段施すものもある。またこの横位の刺突文が斜位

に施されているものもある。この斜位の施文は「横位の施文のバリエーションのひとつ」と思

われる。貝殻腹縁部による刺突文の形状は連点状・波形状・三角形状あるいは刺突文が浅く明

瞭でないもの等がある。胴部は貝殻腹縁部による押し引き文を横位に施すが，押し引き文と貝

殻条痕文を交互に施したり，条痕文のみのものなどがある。内面は丁寧なナデ整形がみられ，

精製されたものが多いことが特徴である。

⑥第６類土器（第22図66～第22図74）⑥第６類土器（第22図66～第22図74）

　口縁部が緩やかに外傾あるいは直行し，バケツ状を呈するものである。口唇部はやや内湾気

味のものもある。底部は平底である。貝殻腹縁部による横位または縦位の刺突文を施したり，

先端の鋭利な工具による沈線もみられる。内面はナデ整形がみられる。器壁が厚いのが，特徴

的である。

⑦胴部片（第22図75～第28図180）⑦胴部片（第22図75～第28図180）

　75から152は2類土器から5類土器の範疇に入ると思わる胴部編を一括した。2類から5類

の胴部は，胴部そのものでは，判別が困難であるため，胴部の施文パターンごとに掲載している。

第１のパターンは胴部に貝殻腹縁部による横位の押し引き文を施し，貝殻腹縁部による密な連

続刺突文の段間に無文部を置くタイプである。第２のパターンは胴部の施文が横位の貝殻腹縁

部による押し引き文を施すが，一部貝殻腹縁部による連続刺突文をもつものである。第３のパ

ターンは貝殻腹縁による横位の押し引き文がみられず，横位の貝殻条痕文を施しているもので

ある。153から161はや，第6類土器の胴部片である。器面に貝殻腹縁部による横位または縦

位の刺突文を施したり，先端の鋭利な工具による沈線もみられる。縄文時代早期の下剥峯式土

器の範疇に入るものである162から180は外面に斜位や横位の貝殻刺突文・貝殻条痕文，条線・

沈線文を施すものである。縄文時代早期の塞ノ神式土器の範疇に入るものである。

⑧底部片（第29図～第31図）　⑧底部片（第29図～第31図）　

　2類から5類土器相当（吉田式土器）の底部片を一括した。底部立ち上がりの施文により大

きく3つのパターンがみられる。181～195は底部立ち上がりに鋭利なヘラ状の施文具で縦位

のキザミを施しているものである。このキザミは数センチに及ぶ長いものや，２重に施してい

るものもある。196～201は縦位のキザミが貝殻刺突文・押し引き文によって施されているも

のである。202～205は，この底部立ち上がり部分のキザミが消滅し，横位の貝殻腹縁による

条痕文や無文のものなどである。206～209は丸底を呈するものである。なお，底部片のなか

で下剥峯式・塞ノ神式土器の底部片を特定することはできなかった。
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（２）石　器（２）石　器

　本遺跡出土石器には，石鏃・石鏃破損品・剥片石器・石斧・磨石敲石類・台石石皿類・砥石・

石製装飾品が出土した。いずれも縄文時代早期該当層である第Ⅳ層から出土したものである。

番号を付けて取り上げた石器類は353点であった。

①石鏃（第32図210～217）①石鏃（第32図210～217）

　石鏃は，8点出土した。形状は正三角形状・二等辺三角形状・やや細身で縦長を呈し，石鏃

基部に抉りをもち，この抉りが深いものや，浅いものである。全面磨製のものが1点で，他は

打製である。石材は粘板岩・チャート・頁岩である。

②剥片石器（第32図218）②剥片石器（第32図218）

　剥片石器は１点出土している。最大長5㎝・最大幅3㎝・最大厚1㎝と小型のものである。

石材は頁岩である。

③石斧（第32図219～222）③石斧（第32図219～222）

　石斧は4点出土している。刃部を磨き上げて製作しているものが1点，他3点は打製である。

る。石斧の石材は砂質ホルンフェルス・泥質ホルンフェルス・ホルンフェルス化した千枚岩な

どである。刃部の形状より，磨製の220は木材の伐採加工用として，219・221・222は土掘具

としての用途が考えられる。

④磨石敲石類（第33図～第37図）④磨石敲石類（第33図～第37図）

磨石・敲石類は本遺跡出土石器の中で大部分を占める。全てが砂岩を石材としている。円形の

もの，楕円形のものなどがあり，「磨る」・「磨る＋敲くの両方に使われたもの」・「敲打痕のみ顕

著なもの」・「凹石として使われたもの」などがある。256は側面中央部に抉り痕が見られ，漁

具として利用された可能性もある。

⑤台石石皿類・砥石（第38図～第40図265）⑤台石石皿類・砥石（第38図～第40図265）

　257～262は台石石皿類であり，形状により凹面が顕著なものを呈するもの，磨面が平坦な

もの，凹状の凹部を持つものなどがある。磨面が平坦なものと凹部をもつものは石皿としての

機能の他に台石としての使用が考えられる。261や262など最大長・最大幅が30㎝を超える

非常に大型のものや小型のものなどがある。石材は全て砂岩である。263～265は砥石であり，

263・265は両面に使用痕が見られた。石材は砂岩である。

⑥石製装飾品⑥石製装飾品

　8区，第Ⅳ層からの出土であり，出土状況から吉田式土器に共伴するものである。最大長1.7

㎝・最大幅0.95㎝・最大厚0.4㎝を呈する。全面に研磨が施され、頭部に3筋の切込みが見

られる。穿孔痕が1ヶ所あり，この穿孔部分から欠損している。石材は滑石と思われる。
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